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5. OpenStack/Ceph 異常系テスト (2)  

5.4. テスト結果 

ここからは OpenStack/Ceph 異常系テスト (2) の結果のうち、ハードウェア障害のパターン毎に、以下の

データを 2 種類の図で紹介します。 

• ハードウェア故障箇所 (システム構成図)  

ハードウェア故障箇所はシステム構成図中、灰色にマークされている箇所です。 

欄外には障害パターンの番号と必要に応じてデータ冗長度や min_size、ハードウェア障害が継続し

た時間の長さ等の補足情報を記載します。 

• 9 個のオペレーションへの影響 (システム構成図の中央に記載)  

オペレーション番号 (api-1～api-9) 毎の観測された影響を青色、黄色、赤色の丸で表示します。 

青色は、ハードウェア障害の影響がなかったことを表します。 

黄色は、ハードウェア障害を取り除いた後で、当該オペレーションのリトライ等が必要だったことを表し

ます。 

赤色は、ハードウェア障害を取り除いた後で、OpenStack 環境の不整合等を修復するためのオペレ

ーションが必要だったことを表します。 

なお、観測された影響 (影響なしを含む) ついては以下の点に注意してください。 

• 現象の再現性は確認されていません。 

• 現象の原因が、発生させたハードウェア故障であることは確認されていません。 

• 特徴ログの種類と行数、時間分布 (プロット図)  

9 個のオペレーションのうち、原則として api-1 のオペレーションのテスト項目の実行時のログから抽

出された特徴ログの時間分布を示すグラフです。 

横軸を時間、縦軸をログ出力件数としてサブシステムおよびログレベル毎の特徴ログ件数をプロットし

ます。 

ラベルは「サブシステム名_ログレベル」の形式です。 

欄外の表示は、「障害パターン番号、オペレーション番号 (特徴ログの種類) 、特徴ログ行数/全体ロ

グ行数」です。 

特徴ログの種類は ON ログか NM ログかのいずれかです。 

api-1 のオペレーションでメモリ上のログ領域不足によりメモリログの上書きが発生している場合はロ

グ取得開始時点からの冒頭部分のログが失われている可能性があるため、この場合は api-1 以外

のオペレーションでログの冒頭部分が取得できているオペレーションを選択して特徴ログを抽出しま

す。 

 

以降、障害パターン毎にシステム構成図とプロット図を示します。また、9 個のオペレーションへの影響 (シス

テム構成図の中央に記載) で黄色および赤色の箇所があるものについては、それぞれに対応する、観測さ

れた現象とハードウェア障害を取り除いた後で行った対処について列挙します。 
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対処： 
1) "cinder" データベースの "volumes" テーブル上の "id" の該当するエントリの "status" の値を 

"available" に変更する。 
2) ボリューム-B をインスタンス-A に接続 

 

オペレーション： api-4 

現象：  インスタンス-A のスナップショット-C の作成が完了しない  (Status: SAVING、Task State: 

image_pending_upload)   

対処： 
1) スナップショット-C を削除 
2) スナップショット-C を再作成  
 

オペレーション： api-6 

現象： スナップショット-C からインスタンス-D が起動しない (Status: BUILD, Task State: spawning)   

対処： 
1) インスタンス-D を削除 
2) インスタンス-D を起動  
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対処： 
1) "cinder" データベースの "volumes" テーブル上の "id" の該当するエントリの "status" の値を

"available" に変更する。 
2) ボリューム-B をインスタンス-A に接続 
 

オペレーション： api-4 

現象： インスタンス-A のスナップショット-C の作成が完了しない (Status: SAVING、Task State: -)  

対処： 
1) スナップショット-C を削除 
2) スナップショット-C を再作成 
 

オペレーション： api-6 

現象： スナップショット-C からインスタンス-D が起動しない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： 
1) インスタンス-D を削除 
2) インスタンス-D を起動 
 

オペレーション： api-7 

現象： インスタンス-D が削除されない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： インスタンス-D を削除 

 

オペレーション： api-8 

現象： スナップショット-C の削除が完了しない (Status: DELETED)  

対処： "glance" データベースの "images" テーブル上の "name" の該当するエントリの "deleted" の

値を 0 から 1 に変更する。 
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対処： 
1) インスタンス-A を削除 
2) インスタンス-A を起動 
 

オペレーション： api-3 

現象： ボリューム-B がインスタンス-A に接続しない (Status: attaching)   

対処： 
1) "cinder" データベースの "volumes" テーブル上の "id" の該当するエントリの "status" の値を

"available" に変更する。 
2) ボリューム-B をインスタンス-A に接続 
 

オペレーション： api-4 

現象： インスタンス-A のスナップショット-C の作成が完了しない (Status: SAVING、Task State: -)  

対処： 
1) スナップショット-C を削除 
2) スナップショット-C を再作成 
 

オペレーション： api-6 

現象： スナップショット-C からインスタンス-D が起動しない (Status: ERROR, Task State: -)   

対処： 
1) インスタンス-D を削除 
2) インスタンス-D を起動 
 

オペレーション： api-7 

現象： インスタンス-D が削除されない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： インスタンス-D を削除 

 

オペレーション： api-8 

現象： スナップショット-C の削除が完了しない (Status: DELETED)  

対処： "glance" データベースの "images" テーブル上の "name" の該当するエントリの "deleted" の

値を 0 から 1 に変更する。 

 

オペレーション： api-9 

現象： ボリューム-B が削除されない (Status: available)  

対処： ボリューム-B を削除  
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対処： 
1) インスタンス-A を削除 

2) インスタンス-A を起動 
 

オペレーション： api-3 

現象： ボリューム-B がインスタンス-A に接続しない (Status: attaching)  

対処： 
1) "cinder" データベースの "volumes" テーブル上の "id" の該当するエントリの "status" の値を 

"available" に変更する。 
2) ボリューム-B をインスタンス-A に接続  
 

オペレーション： api-4 

現象：インスタンス-A のスナップショット-C の作成が完了しない (Status: SAVING、Task State: -)  

対処： 
1) スナップショット-C を削除 

2) スナップショット-C を再作成 
 

オペレーション： api-6 

現象：スナップショット-C からインスタンス-D が起動しない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： 
1) インスタンス-D を削除 
2) インスタンス-D を起動 
 

オペレーション： api-7 

現象： インスタンス-D が削除されない (Status: ERROR, Task State: -)   

対処： インスタンス-D を削除 

 

オペレーション： api-8 

現象： スナップショット-C の削除が完了しない (Status: DELETED)  

対処： "glance" データベースの "images" テーブル上の "name" の該当するエントリの "deleted" の

値を 0 から 1 に変更する。  

 

 



 

Copyright © VA

#14 ディ

 

 

 

現象と対処

オペレーシ

現象： ス

対処： ス

 

A Linux System

スクフル 

： 

ション： api-8

スナップショット

スナップショット

s Japan. All righ

8 

ト-C が削除さ

ト-C を削除 

 

hts reserved.  

されない (St

      

tatus: ACTIV

       

VE)  

              

 

 

20 / 70 



 

Copyright © VA

#15 ディ

 

 

現象と対処

オペレーシ

現象： イ

対処： イ

A Linux System

スクフル 

： 

ション： api-7

ンスタンス-D

ンスタンス-D

s Japan. All righ

7 

D が削除され

D を削除 

hts reserved.  

れない (Statu

      

 

us: ERROR,

       

 Task State:

       

: -)  

       

 

 

21 / 70 



 

Copyright © VA

#16 ディ

 

 

現象と対処

A Linux System

スクフル 

： なし 

s Japan. All righhts reserved.        

 

                     

 

 

22 / 70 



 

Copyright © VA

#17 ディ

 

 

現象と対処

オペレーシ

現象： ス

対処： ス

A Linux System

スクフル 

： 

ション： api-8

スナップショット

スナップショット

s Japan. All righ

8 

ト-C が削除さ

ト-C を削除 

hts reserved.  

されない (St

      

tatus: ACTIV

       

VE)  

              

 

 

23 / 70 



 

Copyright © VA

#18 ディ

 

 

 

現象と対処

オペレーシ

現象： イ

 

A Linux System

スク故障 

： 

ション： api-1

ンスタンス-A

s Japan. All righ

1 

A が起動しな

 

hts reserved.  

ない (Status:B

      

BUILD, Task

       

k State: spa

       

wning)  

       

 

 

24 / 70 



 

Copyright © VA Linux Systems Japan. All rights reserved.                             25 / 70 

対処：  
1) インスタンス-A を削除 
2) インスタンス-A を起動 
 

オペレーション： api-2 

現象： ボリューム-B が作成されない (Status: creating)  

対処： 
1) ボリューム-B を削除 
2) ボリューム-B を再作成  
 

オペレーション： api-3 

現象： ボリューム-B がインスタンス-A に接続しない (Status: attaching)  

対処： 
1) "cinder" データベースの "volumes" テーブル上の "id" の該当するエントリの "status" の値を 

"available" に変更する。 
2) ボリューム-B をインスタンス-A に接続  

 
オペレーション： api-4 

現象：  インスタンス-A のスナップショット-C の作成が完了しない  (Status: SAVING、Task State: 

image_pending_upload)  

対処： 
1) スナップショット-C を削除 
2) スナップショット-C を再作成  
 

オペレーション： api-6 

現象： スナップショット-C からインスタンス-D が起動しない (Status: BUILD, Task State: spawning)  

対処： 
1) インスタンス-D を削除 
2) インスタンス-D を起動  
 

オペレーション： api-7 

現象： インスタンス-D が削除されない (Status: ACTIVE, Task State: deleting)  

対処： インスタンス-D を削除 

 

オペレーション： api-8 

現象： スナップショット-C の削除が完了しない (Status: DELETED)  

対処： スナップショット-C を削除 

 

オペレーション： api-9 

現象： ボリューム-B が削除されない (Status: deleting)  

対処： ボリューム-B を削除 
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オペレーション： api-2 

現象： ボリューム-B が作成されない (Status: creating)  

対処： 
1) ボリューム-B を削除 
2) ボリューム-B を再作成  
 

オペレーション： api-3 

現象： ボリューム-B がインスタンス-A に接続しない (Status: attaching)  

対処： 
1) "cinder" データベースの "volumes" テーブル上の "id" の該当するエントリの "status" の値を

"available" に変更する。 
2) ボリューム-B をインスタンス-A に接続  

 

オペレーション： api-4 

現象：  インスタンス-A のスナップショット-C の作成が完了しない  (Status: SAVING、Task State: 

image_pending_upload)  

対処： 
1) スナップショット-C を削除 
2) スナップショット-C を再作成  
 

オペレーション： api-6 

現象： スナップショット-C からインスタンス-D が起動しない (Status: BUILD, Task State: spawning)  

対処： 
1) インスタンス-D を削除 
2) インスタンス-D を起動  
 

オペレーション： api-7 

現象： インスタンス-D が削除されない (Status: ACTIVE, Task State: deleting)  

対処： インスタンス-D を削除  
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現象： スナップショット-C の削除が完了しない (Status: DELETED)  

対処： スナップショット-C を削除 

 

オペレーション： api-9 

現象： ボリューム-B が削除されない (Status: deleting)  

対処： ボリューム-B を削除 
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オペレーション： api-2 

現象： ボリューム-B が作成されない (Status: creating)  

対処： 
1) ボリューム-B を削除 
2) ボリューム-B を再作成  
 

オペレーション： api-3 

現象：ボリューム-B がインスタンス-A に接続しない (Status: attaching)  

対処： 
1) "cinder" データベースの "volumes" テーブル上の "id" の該当するエントリの "status" の値を

"available" に変更する。 
2) ボリューム-B をインスタンス-A に接続 

 

オペレーション： api-4 

現象：  インスタンス-A のスナップショット-C の作成が完了しない  (Status: SAVING、Task State: 

image_pending_upload)  

対処： 
1) スナップショット-C を削除 
2) スナップショット-C を再作成 
 

オペレーション： api-6 

現象： スナップショット-C からインスタンス-D が起動しない (Status: BUILD, Task State: spawning)  

対処： 
1) インスタンス-D を削除 
2) インスタンス-D を起動 
  

オペレーション： api-7 

現象：イ ンスタンス-D が削除されない (Status: ACTIVE, Task State: deleting)  

対処： インスタンス-D を削除  

 

オペレーション： api-8 

現象： スナップショット-C の削除が完了しない (Status: DELETED)  

対処： スナップショット-C を削除 

 

オペレーション： api-9 

現象： ボリューム-B が削除されない (Status: deleting)  

対処： ボリューム-B を削除 
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オペレーション： api-4 

現象： インスタンス-A のスナップショット-C が作成されない 

対処： スナップショット-C を再作成 

 

オペレーション： api-6 

現象： スナップショット-C からインスタンス-D が起動しない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： 
1) インスタンス-D を削除 
2) インスタンス-D を起動 
 

オペレーション： api-8 

現象： スナップショット-C が削除されない (Status: ACTIVE)  

対処： スナップショット-C を削除 
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オペレーション： api-4 

現象： インスタンス-A が ACTIVE でない (Status:SHUTOFF, Task State: -) 、かつ、スナップショット-C 

が作成されない 

対処： 
1) 1) インスタンス-A を削除 
2) インスタンス-A を起動 
3) ボリューム-B をインスタンス-A に接続 
4) スナップショット-C を再作成 
 

オペレーション： api-5 

現象： インスタンス-A が ACTIVE でない (Status:SHUTOFF, Task State: -)  

対処： 
1) インスタンス-A を削除 
2) インスタンス-A を起動 
3) ボリューム-B をインスタンス-A に接続 
4) スナップショット-C を再作成 
 

オペレーション： api-6 

現象： スナップショット-C からインスタンス-D が起動しない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： 
1) インスタンス-D を削除 
2) インスタンス-D を起動 
 

オペレーション： api-7 

現象： インスタンス-D が削除されない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： インスタンス-D を削除 

 

オペレーション： api-8 

現象： スナップショット-C が削除されない (Status: ACTIVE)  

対処： "glance" データベースの "images" テーブル上の "name" の該当するエントリの "deleted" の

値を 0 から 1 に変更する。 

 

オペレーション： api-9 

現象： ボリューム-B が削除されない (Status: error_deleting)  

対処： 
1) "cinder" データベースの "volumes" テーブル上の "id" の該当するエントリの "status" の値を 

"available" に変更する。 
2) ボリューム-B を削除 
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オペレーション： api-3 

現象： ボリューム-B がインスタンス-A に接続しない (Status: available)  

対処： ボリューム-B をインスタンス-A に接続 

 

オペレーション： api-4 

現象： インスタンス-A が ACTIVE でない (Status:SHUTOFF, Task State: -) 、かつ、スナップショット-C 

が作成されない 

対処： 
1) インスタンス-A を削除 
2) インスタンス-A を起動 
3) ボリューム-B をインスタンス-A に接続 
4) スナップショット-C を再作成 
 

オペレーション： api-6 

現象： スナップショット-C からインスタンス-D が起動しない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： 
1) インスタンス-D を削除 
2) インスタンス-D を起動 
 

オペレーション： api-7 

現象： インスタンス-D が削除されない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： インスタンス-D を削除 

 

オペレーション： api-8 

現象： スナップショット-C が削除されない (Status: ACTIVE)  

対処： スナップショット-C を削除 

 

オペレーション： api-9 

現象： ボリューム-B が削除されない (Status: error_deleting)  

対処： 
1) "cinder" データベースの "volumes" テーブル上の "id" の該当するエントリの "status" の値を 

"available" に変更する。 
2) ボリューム-B を削除  
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オペレーション： api-3 

現象： ボリューム-B がインスタンス-A に接続しない (Status: available)  

対処： ボリューム-B をインスタンス-A に接続 

 

オペレーション： api-4 

現象： インスタンス-A のスナップショット-C が作成されない 

対処： スナップショット-C を再作成 

 

オペレーション： api-6 

現象： スナップショット-C からインスタンス-D が起動しない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： 
1) インスタンス-D を削除 
2) インスタンス-D を起動 
 

オペレーション： api-7 

現象： インスタンス-D が削除されない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： インスタンス-D を削除 

 

オペレーション： api-8 

現象： スナップショット-C が削除されない (Status: ACTIVE)  

対処 ：スナップショット-C を削除  

  



 

Copyright © VA

#46 publi
 

 

 

現象と対処

オペレーシ

現象： ボ

対処： ボ

 

 

A Linux System

ic NIC 故障

： 

ション： api-3

ボリューム-B 

ボリューム-B 

s Japan. All righ

障 (2) 

3 

がインスタン

をインスタンス

 

hts reserved.  

ンス-A に接続

ス-A に接続

      

続しない (Sta

続 

       

atus: availab

       

le)  

       

 

 

56 / 70 



 

Copyright © VA Linux Systems Japan. All rights reserved.                             57 / 70 

オペレーション： api-4 

現象： インスタンス-A のスナップショット-C が作成されない 

対処： スナップショット-C を再作成 

 

オペレーション： api-6 

現象： スナップショット-C からインスタンス-D が起動しない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： 
1) インスタンス-D を削除 
2) インスタンス-D を起動 
 

オペレーション： api-7 

現象： インスタンス-D が削除されない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： インスタンス-D を削除 

 

オペレーション： api-8 

現象： スナップショット-C が削除されない (Status: ACTIVE)  

対処： スナップショット-C を削除  
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オペレーション： api-6 

現象： スナップショット-C からインスタンス-D が起動しない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： 
1) インスタンス-D を削除 
2) インスタンス-D を起動 
 

オペレーション： api-8 

現象： スナップショット-C が削除されない (Status: ACTIVE)  

対処： スナップショット-C を削除  
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オペレーション： api-2 

現象： ボリューム-B が作成されない (Status: creating)  

対処： 
1) ボリューム-B を削除 
2) ボリューム-B を再作成 
 

オペレーション： api-3 

現象： ボリューム-B がインスタンス-A に接続しない (Status: available)  

対処： ボリューム-B をインスタンス-A に接続 

 

オペレーション： api-4 

現象： インスタンス-A が ACTIVE でない (Status:SHUTOFF, Task State: -) 、かつ、スナップショット-C 

が作成されない 

対処： 
1) インスタンス-A を削除 
2) インスタンス-A を起動 
3) ボリューム-B をインスタンス-A に接続 
4) スナップショット-C を再作成 
 

オペレーション： api-6 

現象： スナップショット-C からインスタンス-D が起動しない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： 
1) インスタンス-D を削除 
2) インスタンス-D を起動 
 

オペレーション： api-7 

現象： インスタンス-D が削除されない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： インスタンス-D を削除 

 

オペレーション： api-8 

現象： スナップショット-C が削除されない (Status: ACTIVE)  

対処： スナップショット-C を削除 

 

オペレーション： api-9 

現象： ボリューム-B が削除されない (Status: error_deleting)  

対処： 
1) "cinder" データベースの "volumes" テーブル上の "id" の該当するエントリの "status" の値を

"available" に変更する。 
2) ボリューム-B を削除 
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オペレーション： api-6 

現象： スナップショット-C からインスタンス-D が起動しない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： 
1) インスタンス-D を削除 
2) インスタンス-D を起動 
 

オペレーション： api-7 

現象： インスタンス-D が削除されない (Status: ERROR, Task State: -)  

対処： インスタンス-D を削除 

 

オペレーション： api-8 

現象： スナップショット-C の削除が完了しない (Status: DELETED)  

対処： "glance" データベースの "images" テーブル上の "name" の該当するエントリの "deleted" の

値を 0 から 1 に変更する。 
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